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当
Ｊ
Ａ
二
月
二
十
六
日
、
佐
世
保
市
千
尽
町
の
佐
世
保
食

肉
セ
ン
タ
ー
で
平
成
二
十
六
年
度
「
五
島
産
素
牛
」
枝
肉
共

励
会
を
開
き
ま
し
た
。
上
物
率
も
高
く
優
れ
た
枝
肉
の
多
い

中
、
㈱
桑
原
畜
産
出
品
の
枝
肉
が
金
賞
に
輝
き
、
㌔
単
価
三
、

五
〇
〇
円
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
結
果
を
素
牛
の
改

良
や
優
良
子
牛
生
産
に
活
か
し
、
せ
り
価
格
へ
の
反
映
を
目

指
し
ま
す
。

同
会
は
五
島
産
素
牛
の
Ｐ
Ｒ
と
枝
肉
調
査
検
証
を
行
い
、

購
買
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
子
牛
づ
く
り
に
反
映
す
る
こ
と

が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
長
崎
県
、
佐
賀
県
か
ら

五
島
産
素
牛
を
購
入
し
た
肥
育
農
家
が
四
五
頭
の
枝
肉
を
出

品
。
審
査
は
脂
肪
交
雑
や
肉
質
を
も
と
に
実
施
さ
れ
、
金
賞

に
輝
い
た
㈱
桑
原
畜
産
の
出
品
枝
肉
は
全
体
的
に
ま
と
ま
り

が
あ
り
、
バ
ラ
の
厚
み
、
脂
肪
交
雑
も
優
れ
て
い
る
と
高
い

評
価
を
得
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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格付

Ａ5
Ａ5
Ａ5
Ａ5
Ａ5

BMS№

11
11
11
11
10

枝肉単価
（円）
3500
2801
2801
2702
2610

枝肉重量
（kg）
539．3
492．3
551
543．2
476．8

出荷体重
（kg）
799
730
836
804
730

血 統
母の祖父
平茂勝
平茂勝
平茂勝
安平
北国7の8

母の父
安福久
安福久
福栄
平茂勝
平茂勝

父
安茂晴
百合茂
平茂晴
平茂晴
平茂晴

性別

去勢
去勢
去勢
去勢
去勢

素牛生産者

角田清一郎
中尾 春森
谷川 義忠
川崎 善一
寺脇 政善

出品者

㈱桑原畜産
㈱桑原畜産
荒木 良平
喜々津 昭
栗添 和明

農協名

佐賀みどり
佐賀みどり
島原雲仙
ながさき県央
唐津

褒賞

金賞
銀賞
銀賞
銅賞
銅賞

平成26年度「五島産素牛」枝肉共励会 結果

金賞を受賞した枝肉

ごとう 2



寺
田
さ
ん
は
現
在
、
ソ
ラ
マ
メ
一
〇
㌃
、

キ
ュ
ウ
リ
一
〇
㌃
、水
稲
二
〇
㌃
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
三
〇
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

故
郷
に
戻
っ
て
就
農

五
島
の
高
校
を
卒
業
後
、
寺
田
さ
ん
は

大
阪
で
建
設
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

親
が
体
調
を
崩
し
、
長
男
の
寺
田
さ
ん
は

奥
様
と
一
緒
に
五
島
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

就
農
し
た
当
初
は
う
ま
く
野
菜
が
育
た
ず

苦
労
し
た
そ
う
で
す
が
、
ス
イ
カ
が
う
ま

く
で
き
た
と
き
に
、
農
業
の
楽
し
さ
が
分

か
っ
た
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

「
子
供
の
頃
の
手
伝
い
は
大
変
だ
っ
た

が
、
今
は
良
い
思
い
出
。
麦
飯
な
ど
自
給

自
足
の
も
の
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
当
時

の
様
子
を
語
っ
て
い
ま
す
。

周
囲
へ
の
感
謝
忘
れ
ず

「
今
の
私
が
あ
る
の
は
部
会
の
先
輩
方

や
奥
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
笑
顔
で
語
る
寺

田
さ
ん
。
子
供
の
頃
に
農
業
を
手
伝
っ
て

い
た
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
一
か
ら
の
作
業
。

近
所
の
先
輩
農
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
助
け
て
も
ら
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
部
会
で
の
反
省
会
な
ど
が
良
い
息
抜

き
の
場
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
趣
味
の

カ
ラ
オ
ケ
は
特
に
楽
し
み
と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
奥
様
に
つ
い
て
は
「
大
阪
か
ら

五
島
に
移
住
し
、
作
業
も
手
伝
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
寺
田
さ
ん
。

品
質
の
良
い
も
の
今
後
も

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
「
他
の
野
菜
も
そ
う
だ
が
、
特
に
ソ

ラ
マ
メ
・
キ
ュ
ウ
リ
の
セ
ッ
ト
の
品
質
を

重
視
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
土
地
柄
サ

ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
で
、

皮
む
き
が
機
械
化
で
き
れ
ば
、
か
ん
こ
ろ

も
作
っ
て
み
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
作
業
が
忙
し
く
、
も
う
一
つ
の
趣

味
で
あ
る
魚
釣
り
も
行
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
が
、「
釣
り
人
に
と
っ
て
五

島
は
天
国
」
と
農
業
以
外
の
楽
し
み
方
も

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者
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五島市岐宿町
てら た つたえ

寺田 傳さん（65）NO．58
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当
Ｊ
Ａ
で
は
二
月
上
旬
か
ら
マ
ル
チ

シ
ー
ト
を
活
用
し
栽
培
さ
れ
た
超
早
出
し

バ
レ
イ
シ
ョ
の
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
。
管
内

の
超
早
出
し
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
量
の
八
割

以
上
を
占
め
る
Ｊ
Ａ
崎
山
集
荷
所
に
は
お

よ
そ
二
・
六
㌧
の
バ
レ
イ
シ
ョ
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
国
内
産
地
の
端
境

期
に
合
わ
せ
た
出
荷
で
有
利
販
売
を
行
い
、

生
産
者
の
所
得
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

管
内
の
バ
レ
イ
シ
ョ
は
農
薬
の
使
用
量

や
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
を
減
ら
し
た
栽

培
と
な
っ
て
お
り
、
長
崎
県
の
特
別
栽
培

農
産
物
の
認
証
を
取
得
。
食
の
安
全
・
安

心
の
観
点
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

管
内
で
は
超
早
出
し
か
ら
順
次
早
出
し
、

春
作
と
バ
レ
イ

シ
ョ
の
出
荷
が
続

き
、
関
西
圏
を
中

心
に
五
月
下
旬
ま

で
お
よ
そ
二
五
〇

㌧
を
出
荷
す
る
計

画
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
本
山
支
店
で
二
月
六
日
、

キ
ュ
ウ
リ
と
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
栽
培
講
習

会
が
開
か
れ
、
キ
ュ
ウ
リ
部
会
員
二
〇

名
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
生
産
者
六
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
ソ
ラ
マ
メ

の
後
作
と
し
て
資
材
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
た
加
工
用

キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
契
約
出
荷
品
目
の
増
加
を
目
的
と
し
て
平
成
十

八
年
か
ら
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
島

外
で
高
い
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
半
の
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
講
習
で
は
、
五
島
振
興
局

地
域
普
及
課
の
高
田
裕
司
係
長
が
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
説
明
。
出
席
者
か
ら
は
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
後
半
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ

栽
培
講
習
で
は
、
前
年
の
ま
と
ま
っ
た
出
荷
量
を
確

保
す
る
た
め
、
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
う
生
産
者
が
同
一

日
程
で
定
植
を
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
び
わ
部
会
は
二
月
十
七
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
平
成
二
十
七
年
産
ハ
ウ
ス
ビ
ワ

出
荷
目
揃
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
に
は
部

会
員
、
関
係
機
関
な
ど
お
よ
そ
二
〇
名
が

参
加
。
出
荷
さ
れ
た
ビ
ワ
を
見
比
べ
な
が

ら
規
格
の
確
認
を
行
い
、
販
売
対
策
な
ど

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
の
今
年
産
ハ
ウ
ス
ビ
ワ
の
出

荷
は
一
月
二
十
七
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

栽
培
面
積
一
九
三
㌃
、
出
荷
量
一
三
㌧
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
目
揃
い
を
行
っ
た
担

当
者
は
「
今
年
産
は
全
体
的
に
大
玉
傾
向

で
、
出
荷
も
前
進
化
し
て
い
る
の
で
、
出

荷
規
格
を
順
守
し
、
高
品
質
の
五
島
産
ビ

ワ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

同
部
会
で
は
、

規
格
の
順
守
と
併

せ
、
今
後
も
温

度
・
湿
度
管
理
を

徹
底
し
、
五
月
ま

で
出
荷
を
行
う
計

画
で
す
。

規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格のののののののののののののののののののののの順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守をををををををををををををををををををををを確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
―ハウスビワ出荷スタート―

高品質作物の栽培に向けて
―キュウリ・ズッキーニ栽培講習会―

早早春春のの味味覚覚 出出荷荷始始ままるる
―バレイショ出荷スタート―

説明を行う高田係長

出荷を待つバレイショ

目揃いを行う参加者
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五
島
和
牛
育
種
組
合
は
二
月
二
十
四
日
、

Ｊ
Ａ
畜
産
事
業
所
で
平
成
二
十
六
年
度
の

現
地
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
に
は
Ｊ

Ａ
畜
産
部
会
の
部
会
員
、
関
係
機
関
な
ど

お
よ
そ
一
二
〇
名
が
参
加
。
平
成
二
十
九

年
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
第
十
一
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
た
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
Ｊ
Ａ
の
橋
詰
覺
組
合
長
は
「
全

国
的
な
素
牛
価
格
の
高
騰
で
肥
育
農
家
が
苦
労
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
増
頭
対
策
に

力
を
入
れ
、
育
種
価
を
大
事
に
し
た
牛
づ
く
り
に
向
け
、

協
議
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

屋
外
で
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
関
係
者
ら
が
育
種
牛

認
定
候
補
牛
七
頭
と
金
太
郎
3
の
産
子
合
わ
せ
て
十
七

頭
を
一
頭
一
頭
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
子
の
特

徴
を
説
明
。
調
査
終
了
後
に
は
討
論
会
も
開
か
れ
、
脂

肪
の
質
の
面
で
注
目
が
集
ま
る
オ
レ
イ
ン
酸
の
説
明
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
茶
部
会
二
月
十
三
日
、
Ｊ
Ａ

本
店
で
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
に
は

生
産
者
、
関
係
機
関
な
ど
お
よ
そ
二
十

五
名
が
出
席
。
平
成
二
十
七
年
度
の
活

動
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
同
部
会
の
入
江

稔
雄
部
会
長
は
「
昨
今
の
情
勢
は
厳
し

い
が
、
輸
出
品
目
と
し
て
お
茶
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
一
筋
の
光
が
見
え
て
き

た
。
効
能
表
示
な
ど
を
工
夫
し
、
五
島

茶
の
振
興
に
努
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
平
成
二
十
七
年
産
の
生
産
計
画
に

つ
い
て
は
、
一
番
茶
・
二
番
茶
合
わ
せ

て
生
葉
一
一
七
㌧
、
荒
茶
二
二
・
九
㌧

の
生
産
を
予
定
し
て
お
り
、
高
品
質
な

茶
葉
生
産
の
た
め
、

土
壌
分
析
や
定
期

的
な
圃
場
で
の
研

修
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
会
で
は

五
島
振
興
局
納
富

大
介
技
師
か
ら
県

茶
業
大
会
の
講
演

内
容
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
本
山
支
店
（
五
島
市
堤
町
）
に

隣
接
す
る
Ａ
コ
ー
プ
本
山
店
が
二
月
二
日
、

店
舗
内
の
改
装
を
終
え
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
住
民
が

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
店
舗
と

し
て
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
同
店
は
、
高
齢
の
利
用
者

が
多
く
、
陳
列
の
仕
方
や
通
路
の
幅
の
問
題
が
挙
が
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
こ
れ
ら
の

改
善
点
と
と
も
に
、
品
ぞ
ろ
え
も
見
直
し
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

同
店
の
入
口
庄
二
店
長
は
「
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
通
路
の
幅
が
広
が
り
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
の
移
動
が

し
や
す
く
な
っ
た
。
商
品
の
分
類
も
見
直
し
、
お
客
様

か
ら
は
好
評
を
頂
い
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
店

で
は
今
後
も
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
、
商
品
内
容
等
の

見
直
し
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

土土壌壌分分析析ななどどでで高高品品質質茶茶葉葉生生産産
―茶部会総会―

五五五五五五五五五五五五五五島島島島島島島島島島島島島島産産産産産産産産産産産産産産素素素素素素素素素素素素素素牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛のののののののののののののの向向向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上上上にににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててて
―育種組合現地検討会―

もっと身近な店舗に
―Ａコープ本山店リニューアル―

多くの参加者が訪れた

新
鮮
な
地
元
産
野
菜
も
揃
え
て
い
ま
す
！

活動計画などを協議
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・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・・

・

農農家家レレスストトラランンババイイキキンンググでで
本本格格的的ななススイイーーツツがが楽楽ししめめまますす☆☆

産直市場「五島がうまい」の農家レスト
ランのバイキングメニューに2月14日、バ
レンタインデー限定のデザートが用意され
ました。この取り組みは季節のイベントに
合わせて特別なメニューを作りたいと、同
レストランのスタッフが考案したもので、
14・15日のバイキングにチョコレート入り
のパイを提供しました。

パイを作った阿野彩夏さんは「もとも
とお菓子を専門に作っていたので、季節
のイベントに合わせて何かできればと思
い作った。食事をした方に少しでも喜ん
でもらえれば」と話しました。

五島がうまいオープン当初からゆずごしょうや漬物、ジャムなどを
出荷しています。無農薬にこだわって、EMぼかしを活用し、安納芋、
ニンニク、唐辛子などを栽培しています。それらを原料に昔ながらの
芋ぎょうせんやゆずごしょう、料理に重宝すること間違いなしのニン
ニクのすりおろしなどを作っています。
安心して口にできるものをこれからも作って参りますので、ぜひ一
度ご賞味ください。

富江支部 きくに農園

川元 キクエさん（83） 川元 末人さん（59）が作りました!私

この日はチョコパイの他に大学いもも

パイを紹介する
阿野さん

淹れたてのコーヒーと一緒に

ごとう 6



・農業研修生の研修状況写真（農林公社にて）

（一社）下五島農林総合開発公社では、新規就農を希望される方を対象に農業研修生を募集します。

【採用予定人数】 5名以内

【募集申込期限】 随時 ※採用予定人数に達し次第締め切ります

【面接予定日】 随時 ※日程を調整します

【研 修 期 間】 平成27年4月1日から平成29年3月31日までの2年間 又は、入所日から2年間

【研 修 機 関】 一般社団法人 下五島農林総合開発公社

【研 修 内 容】 将来の農業経営に必要な農業簿記、五島地域に適する栽培技術等の実践的な研修を
農林公社の各種事業への従事、講習等を通じて行います

【応 募 資 格】 年齢16歳から概ね45歳の者。出身地、性別は不問
2年間の研修修了後、五島市内において農業経営を行う者

【応 募 方 法】「市役所農業振興課」及び「各支所地域振興課」備え付けの所定の申込書に必要事
項を記入して提出してください。 詳細は、【お問い合わせ先】までご連絡下さい
（※募集要領・様式は、「五島市公式サイトまるごとう http://www3.city.goto.
nagasaki.jp/」にも掲載しています）

【就農支援措置】 ●研修期間中……研修期間中に限り支援費として、月額10万円が支給されます
※2年間の研修期間は、就農準備期間であるとともに、下五島農
林総合開発公社経営事業にも従事することになります

●就農準備経費助成……青年等就農計画の認定時20万円の助成（1回のみ）
〇研修修了後……2年間の研修を優秀に終了した者に農地の確保、農業機械の購入

など、農業経営開始時に係る支援費として、祝い金80万円が支給
されます

平 成27年 度

農業研修生募集のお知らせ

【問い合わせ先】 五島市 農業振興課 農務班 担当：山本
電 話：0959―72―7816（直通）
ＦＡＸ：0959―74―1994
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……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

長
崎
県
農
協
青
年
部
協
議
会
は
こ
の
ほ

ど
、
平
成
二
十
六
年
度
手
づ
く
り
看
板
コ

ン
ク
ー
ル
県
予
選
を
長
崎
市
の
Ｊ
Ａ
会
館

で
開
き
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
西
部
支
部

と
Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
県
央
青
年
部
川
棚
・
波

佐
見
支
部
の
作
品
を
優
秀
賞
に
選
び
ま
し

た
。コ

ン
ク
ー
ル
は
「
農
業
の
あ
る
地
域
づ

く
り
の
大
切
さ
に
関
す
る
地
域
住
民
へ
の

ア
ピ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
県
内
Ｊ

Ａ
青
年
部
か
ら
二
十
三
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
講
評
で
西
部
支
部
の
作
品

は
、
五
島
の
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
農
家
組
合
員
の
自
信
に
満
ち
た
表
情
を

表
現
し
て
い
る
と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
二
作
品
は

県
代
表
と
し
て
一

月
二
十
六
日
に
行

わ
れ
た
全
国
大
会

に
出
展
。
惜
し
く

も
入
賞
は
逃
し
ま

し
た
が
、
一
昨
年

の
崎
山
支
部
に
続

く
五
島
か
ら
の
全

国
大
会
出
展
に
、

レ
ベ
ル
の
高
さ
を

の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ

青
年
部
福

江
支
部
は

一
月
二
十

七
日
、
五

島
市
立
奥

浦
小
学
校

で
児
童
ら

と
五
島
特

産
の
か
ん
こ
ろ
餅
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

か
ん
こ
ろ
餅
は
ゆ
で
か
ん
こ
ろ
と
呼
ば
れ

る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
湯
が
い
て
乾
燥
さ
せ
た

も
の
と
、
も
ち
な
ど
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ

る
も
の
で
、
今
回
使
わ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
青
年
部

と
児
童
ら
で
栽
培
し
た
も
の
。

例
年
、
か
ん
こ
ろ
餅
づ
く
り
に
は
地
域
住
民
や
保

護
者
も
参
加
し
、
お
よ
そ
七
〇
名
で
か
ん
こ
ろ
餅
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
児
童
ら
は
保
護
者
や
先
生

た
ち
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
上
級
生
が
蒸
し
あ

が
っ
た
か
ん
こ
ろ
を
他
の
材
料
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
下

級
生
が
餅
を
丸
め
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
か
ん
こ
ろ
餅
は
参
加
者
全
員
で
試

食
。「
朝
か
ら
作
業
を
頑
張
っ
た
の
で
と
て
も
お
い

し
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
袋

詰
め
を
行
っ
た
も
の
は
児
童
ら
が
日
頃
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
地
域
住
民
に
配
布
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
一
月
二
十
九
日
、
三
月
に

開
か
れ
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
用
Ｃ
Ｍ
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ
Ａ
が

独
自
に
創
設
し
て
い
る
後
継
者
育
成
対
策
積
立

金
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。
今
回

は
、
島
外
の
独
身
女
性
か
ら
も
広
く
参
加
者
を

募
ろ
う
と
、
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の

イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
青
年
部
員
な
ど
の
出
演
者
が
特
産

の
「
五
島
ル
ビ
ー
」（
中
玉
ト
マ
ト
）
の
ハ
ウ

ス
や
、
五
島
を
代
表
す
る
観
光
地
の
高
浜
海
水

浴
場
、
鬼
岳
周
辺
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
撮

影
に
参
加
し
た
部
員
は
「
初
め
て
の
撮
影
で
緊

張
し
た
。
多
く
の
参
加
者
に
来
て
も
ら
い
、
一

組
で
も
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
く
れ
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
三
月
二

十
八
・
二
十
九
日
に

開
催
予
定
で
、
五
島

ル
ビ
ー
の
収
穫
体
験

や
交
流
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
…

Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年

部
事
務
局
（
担

当：

山
口
）。
電

話
〇
九
五
九
（
七

二
）
六
二
一
四

農家の表情高評価
―西部支部 看板コン県代表に―

伝統菓子作り方学ぶ
―奥浦小かんころ餅づくり―

イベントに向け取り組み
―婚活CM撮影―

かんころ餅の材料を混ぜる児童

県代表作品に選ばれた西部支店の作品

五島で恋してみませんか？

青年部の活動

ごとう 8



……………………………………………………………………………………………………………………

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
二
月

十
四
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
親
子
の
つ
ど
い
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
チ
ョ
コ
づ
く
り
」
を
開
き
ま
し
た
。
今
回

は
一
般
か
ら
事
前
に
応
募
の
あ
っ
た
親
子
一
〇
組

も
参
加
。
同
部
会
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
、

新
規
部
会
員
の
獲
得
も
目
的
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
ち
ゃ
ぐ
り
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
巨
大
チ
ョ
コ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
作
成
。
あ
ら
か
じ

め
用
意
さ
れ
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
生
地
に
、
親
子
で
協

力
し
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
等
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
誰
に
渡
し
た
い
か
尋
ね
る
と
「
い
つ
も
仕
事

を
頑
張
っ
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
」
と
温
か
い
回
答

も
。同

部
会
で
は
、
今
後
も
新
規
部
会
員
の
獲
得
に

向
け
て
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
計

画
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
二
月
四
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で

支
部
長
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
会
議
に
は
各
支

部
長
、
常
勤
役
員
な
ど
が
参
加
し
、
昨
年
十
二

月
に
行
わ
れ
た
長
崎
県
家
の
光
大
会
の
報
告
や
、

来
年
度
の
活
動
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
鶴
川
栄
子
女
性
部
長
は

「
十
二
月
の
県
大
会
で
見
事
、
中
村
喜
美
代
富

江
支
部
長
が
県
代
表
に
選
ば
れ
、
二
月
九
日
の

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。
農
業
し
な
が
ら
の
練

習
は
大
変
だ
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

会
議
で
は
、
部
員
の
加
入
推
進
運
動
や
目
的
別

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
会
議
後
半

に
は
発
表
を
行
う
中

村
支
部
長
が
大
会
当

日
に
発
表
す
る
「
五

島
ル
ビ
ー
と
『
家
の

光
』」
を
披
露
。
当

日
に
向
け
、
出
席
者

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。

日頃の感謝？それとも意中のあの人に？
―フレッシュミズ部会親子のつどい 手づくり菓子づくり―

部員獲得に向け協議
―女性部支部長会議―

女性部の活動

親
子
で
手
づ
く
り
楽
し
い
ね

発表を行う中村支部長

お父さんへ
メッセージカード

巨大チョコスティック
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旅旅行行セセンンタターーかかららののおお知知ららせせ

お問い合わせは…ＪＡごとう旅行センター0959（72）6211まで
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～～
編
集
後
記

平
成
二
十
六
年
度

第
十
一
回
理
事
会

（
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日

開
催
）

1
、
報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ

い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
一
月
末
計
画
と
実
績
に

つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
一

月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
七
年
一
月
末
食
肉
販
売

実
績
に
つ
い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
七
年
二
月
期
県
内
家
畜

市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
六
年
度
期
末
見
込
み
に

つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
六
年
十
二
月
末
資
産
自

己
査
定
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
六
年
産
高
菜
ク
レ
ー
ム

に
対
す
る
協
議
内
容
に
つ
い
て

報
告
№
9

員
外
利
用
率
低
減
の
取
組
み
に
つ

い
て

報
告
№
10

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
№
11

直
売
所
値
引
処
理
に
つ
い
て
の
担

当
職
員
聴
取
内
容
報
告

報
告
№
12

旧
大
波
止
ホ
テ
ル
解
体
に
伴
う
五

島
市
か
ら
の
要
請
に
つ
い
て

報
告

そ
の
他

2
、
議
案
事
項

議
案
№
1

固
定
資
産
（
旧
配
送
セ
ン
タ
ー
跡

地
）
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

﹇
可
決
﹈

議
案

そ
の
他

平
成
二
十
六
年
度

臨
時
理
事
会

（
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日

開
催
）

1
、
報
告
事
項

報
告
№
1

平
成
二
十
六
年
度
期
末
見
込
み
に

つ
い
て

報
告
№
2

平
成
二
十
六
年
産
高
菜
ク
レ
ー
ム

に
対
す
る
協
議
内
容
に
つ
い
て

報
告

そ
の
他

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）

16時～19時30分
※土日限定バイキング 11時～15時

（通常メニュー）16時～19時30分
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
島
に
渡
り
四
年
が

経
ち
、「
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ

取
材
に
行
っ
た
な
ぁ
」
と
こ
れ

を
書
き
な
が
ら
思
い
出
し
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、
記

事
を
書
く
こ
と
も
初
め
て
で
昔

の
記
事
を
読
み
返
し
て
赤
面
し

ま
し
た
（
今
も
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
が
…
）。

さ
て
、
先
月
は
日
本
農
業
新

聞
の
推
進
と
い
う
こ
と
で
、
各

地
域
に
日
本
農
業
新
聞
の
社
員

が
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
、
対
応
い
た
だ
い
た
組
合

員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
日
本
農
業
新
聞
で
は

市
況
・
農
政
の
話
題
は
も
ち
ろ

ん
、
五
島
管
内
の
話
題
も
年
間

一
〇
〇
本
程
度
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

一
度
支
店
等
で
お
読
み
く
だ
さ

い
。

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう№.109 ●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部総務課 〒853-0041 五島市籠渕町2450番地1 �0959-72-6211
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【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955
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